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令和７ 年度採用　 中学校　 美術

教科（ 科目） 受験番号

美術

（ １ ）　 下の絵画作品 A ～ C を ， 描かれた年代の古い順に左から 順に並べたも のと ， それ

ぞれに使われている 遠近法の組合せと し て最も 適切なも のを， 次の①～⑤の中から

一つ選べ。 解答番号は１ １ 。

Ａ Ｂ Ｃ

モーリ ス ・ ユト リ ロ  作 カ ス パー・ ダ ーヴ ィ ト ・

フ リ ード リ ッ ヒ  作

ジ ョ ヴ ァ ン ニ・ ア ン ト ニ

オ・ カナル 作

①　 年代順　 Ａ →Ｂ →Ｃ

Ａ 　 空気遠近法　 　 Ｂ 　 線遠近法（ 一点透視）　 　 Ｃ 　 線遠近法（ 二点透視）

②　 年代順　 Ｂ →Ｃ →Ａ

Ａ 　 線遠近法（ 一点透視）　 　 Ｂ 　 空気遠近法　 　 Ｃ 　 線遠近法（ 二点透視）

③　 年代順　 Ｃ →Ｂ →Ａ

Ａ 　 線遠近法（ 二点透視）　 　 Ｂ 　 空気遠近法　 　 Ｃ 　 線遠近法（ 一点透視）

④　 年代順　 Ｃ →Ａ →Ｂ

Ａ 　 線遠近法（ 一点透視）　 　 Ｂ 　 線遠近法（ 二点透視）　 　 Ｃ 　 空気遠近法

⑤　 年代順　 Ｃ →Ｂ →Ａ

Ａ 　 線遠近法（ 一点透視）　 　 Ｂ 　 空気遠近法　 　 Ｃ 　 線遠近法（ 二点透視）

著作権保護の観点により、掲載いたしません。
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（ ２ ）　 下の文章は， 油彩画の溶き 油について説明し たも のである 。 文中の空欄（ 　 ア　 ）

～（ 　 エ　 ） に当てはま る 語句の組合せと し て最も 適切なも のを， 次の①～⑤の中

から 一つ選べ。 解答番号は１ ２ 。

　 油彩画で用いる 溶き 油には， 空気中に気化し てし ま う 粘り 気のない（ 　 ア　 ） 油

と ， 空 気 中 の 酸 素 を 吸 収 し て 固 ま る （ 　 イ 　 ） 油 が あ る 。（ 　 ア　 ） 油 に は

（ 　 ウ 　 ） があり ，（ 　 イ 　 ） 油には（ 　 エ　 ） など がある 。

①　 ア　 乾性　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 イ 　 揮発

　 　 ウ 　 リ ンシード 油やペト ロ ―ル油　 　 エ　 テレ ピ ン 油やポピ ー油

②　 ア　 乾性　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 イ 　 揮発

　 　 ウ 　 テレ ピ ン 油やポピ ー油　 　 　 　 　 エ　 リ ンシード 油やペト ロ ―ル油

③　 ア　 揮発　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 イ 　 乾性

　 　 ウ 　 テレ ピ ン 油やペト ロ ―ル油　 　 　 エ　 リ ンシード 油やポピ ー油

④　 ア　 揮発　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 イ 　 乾性

　 　 ウ 　 リ ンシード 油やペト ロ ―ル油　 　 エ　 テレ ピ ン 油やポピ ー油

⑤　 ア　 揮発　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 イ 　 乾性

　 　 ウ 　 テレ ピ ン 油やポピ ー油　 　 　 　 　 エ　 リ ンシード 油やペト ロ ―ル油
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（ ３ ）　 下の文章は， 16 世紀末から 18 世紀前半のヨ ーロ ッ パにおける 芸術様式について説

明し たも のである 。 文中の空欄（ 　 ア　 ） ～（ 　 エ　 ） に当てはま る 語句の組合せ

と し て最も 適切なも のを， 次の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は１ ３ 。

　（ 　 ア　 ） は， 16 世紀末から 18 世紀前半にヨ ーロ ッ パ各地で展開し た芸術様式

であり ， 強い色彩， 際立っ た明暗など 誇張や劇的効果が特徴的である 。

　 イ タ リ アのカ ラ ヴ ァ ッ ジョ ，（ 　 イ 　 ） のレ ン ブラ ン ト ・ フ ァ ン ・ レ イ ン やヨ ハ

ネス・ フ ェ ルメ ール，（ 　 ウ 　 ） の宮廷画家ディ エゴ・ ベラ ス ケス ，（ 　 エ　 ） のピ ー

テル・ パウ ル・ ルーベン ス ら が知ら れている 。

①　 ア　 バロ ッ ク 　 　 イ 　 フ ラ ン ド ル　 　 ウ 　 オラ ン ダ　 　 　 エ　 ス ペイ ン

②　 ア　 バロ ッ ク 　 　 イ 　 オラ ン ダ　 　 　 ウ 　 ス ペイ ン 　 　 　 エ　 フ ラ ン ド ル

③　 ア　 バロ ッ ク 　 　 イ 　 ス ペイ ン 　 　 　 ウ 　 フ ラ ン ド ル　 　 エ　 オラ ン ダ

④　 ア　 ロ コ コ 　 　 　 イ 　 オラ ン ダ　 　 　 ウ 　 ス ペイ ン 　 　 　 エ　 フ ラ ン ド ル

⑤　 ア　 ロ コ コ 　 　 　 イ 　 フ ラ ン ド ル　 　 ウ 　 ス ペイ ン 　 　 　 エ　 オラ ン ダ
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（ ４ ）　 下の絵画作品の芸術様式， 作者の出身国， 発表し た年代の組合せと し て最も 適切

なも のを ， 次の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は１ ４ 。

＜芸術様式＞

Ａ 　 抽象主義

Ｂ 　 表現主義

Ｃ 　 抽象表現主義

＜作者の出身国＞

ａ 　 アメ リ カ

ｂ 　 フ ラ ン ス

ｃ 　 イ タ リ ア

＜発表し た年代＞

ア　 1910 年代

イ 　 1930 年代

ウ 　 1950 年代

①　 Ａ ―ｂ ―ア　 　 ②　 Ｃ ―ａ ―ウ 　 　 ③　 Ｂ ―ｃ ―イ 　 　 ④　 Ａ ―ａ ―イ

⑤　 Ｃ ―ｂ ―ウ

著作権保護の観点により、掲載いたしません。
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（ ５ ）　 下の３ 枚の絵を 描いた画家が参加し た芸術運動（ 様式） と その表現の特徴， 参加

し た作家の組合せと し て最も 適切なも のを， 次の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番

号は１ ５ 。

＜芸術運動（ 様式） ＞

Ａ 　 ロ マン 主義

Ｂ 　 フ ォ ーヴィ ス ム

Ｃ 　 印象主義

＜表現の特徴＞

ａ 　 純粋な色や素早い筆触等の描法で色彩の視覚的効果を表現し よ う と し た。

ｂ 　 人間の個性や感情の表出を， 強い色彩や激し い動勢で表現し よ う と し た。

ｃ 　 自然の姿や形を 再現せず， 純粋に色彩や形体など 造形要素だけで構成し よ う と し

た。

＜参加し た作家＞

ア　 アルフ レ ッ ド ・ シス レ ーやカミ ーユ・ ピ サロ

イ 　 アン リ ・ マティ ス やモーリ ス ・ ヴラ マンク

ウ 　 ウ ィ リ アム ・ タ ーナーやウ ジェ ーヌ ・ ド ラ ク ロ ワ

①　 Ａ ―ｂ ―ウ 　 　 ②　 Ｂ ―ｃ ―イ 　 　 ③　 Ｂ ―ａ ―ア　 　 ④　 Ｃ ―ｂ ―イ

⑤　 Ｃ ―ａ ―ア

著作権保護の観点により、
掲載いたしません。
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（ ６ ）　 粘土でつく っ た彫刻作品の石膏取り の指導について説明し た文と し て誤っている

ものを ， 次の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は１ ６ 。

①　 粘土の作品に切り 金を差し 込むと き には， 抜け勾配に気を つける 。

②　 石膏を 溶く と き には， ボウ ルに石膏粉を 入れてから ， ほぼ同量の水を 流し 込む。

③　 粘土の作品に石膏液を振り かける と き には， 手早く ま んべんなく 振り かける 。

④　 粘土を かき 出し て空洞になっ た型を 雌型と いい， 雌型に石膏を 流し 込んでつく っ

た型を 雄型と いう 。

⑤　 型に石膏を 流し 込むと き の離型剤には， カリ 石鹸を 溶いた水など が使われる 。
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（ ７ ）　 下の仏像の説明と し て最も 適切なも のを ， 次の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番

号は１ ７ 。

①　 法隆寺夢殿， 伝百済観音像， 飛鳥時代

②　 法隆寺金堂， 伝救世観音像， 飛鳥時代

③　 法隆寺大宝蔵殿， 伝百済観音像， 奈良時代

④　 法隆寺夢殿， 伝救世観音像， 飛鳥時代

⑤　 法隆寺金堂， 伝釈迦三尊像， 白鳳時代

著作権保護の
観点により、
掲載いたしま
せん。



－ 8 －

（ ８ ）　 下の文章は， 下の彫刻作品の作者と その時代の美術について説明し たも のである。

文中の空欄（ 　 ア　 ） ～（ 　 エ　 ） に当てはま る 語句の組合せと し て最も 適切なも

のを， 次の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は１ ８ 。

　 こ の彫刻作品の作者は， 1876 年に日本で最初の官立の美術学校と し て設立さ れ

た（ 　 ア　 ） で教鞭を と っ たラ グーザである 。 絵画は（ 　 イ 　 ），予科はカペレ ッ ティ

と いっ た外国人講師が指導に当たっ た 。（ 　 ア　 ） は 1882 年 12 月に閉鎖（ 翌年１

月廃止） さ れ， 1887 年には（ 　 ウ 　 ） が設立さ れたが， 当初， 西洋美術が扱われて

いなかった。（ 　 ア　 ） の出身者たちは（ 　 エ　 ） を立ち上げて西洋画を続けた。

＜作品＞

①　 ア　 工部美術学校　 　 イ 　 フ ォ ンタ ネージ　 　 ウ 　 東京美術学校

　 　 エ　 明治美術会

②　 ア　 工部美術学校　 　 イ 　 フ ェ ノ ロ サ　 　 　 　 ウ 　 東京美術学校

　 　 エ　 明治美術会

③　 ア　 東京美術学校　 　 イ 　 フ ェ ノ ロ サ　 　 　 　 ウ 　 工部美術学校

　 　 エ　 白馬会

④　 ア　 東京美術学校　 　 イ 　 フ ォ ンタ ネージ　 　 ウ 　 工部美術学校

　 　 エ　 白馬会

⑤　 ア　 東京美術学校　 　 イ 　 フ ォ ンタ ネージ　 　 ウ 　 工部美術学校

　 　 エ　 明治美術会

著作権保護の観点
により、掲載いた
しません。
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（ ９ ）　 下の日本各地の伝統工芸品Ａ ～Ｃ と 地域の組合せと し て最も 適切なも のを， 次の

①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は１ ９ 。

Ａ Ｂ Ｃ

①　 Ａ 　 宮島細工（ 広島県）　 　 Ｂ 　 津軽塗（ 青森県）　 　 Ｃ 　 備前焼（ 岡山県）

②　 Ａ 　 宮島細工（ 広島県）　 　 Ｂ 　 津軽塗（ 青森県）　 　 Ｃ 　 美濃焼（ 岐阜県）

③　 Ａ 　 鎌倉彫（ 神奈川県）　 　 Ｂ 　 会津塗（ 福島県）　 　 Ｃ 　 備前焼（ 岡山県）

④　 Ａ 　 鎌倉彫（ 神奈川県）　 　 Ｂ 　 会津塗（ 福島県）　 　 Ｃ 　 美濃焼（ 岐阜県）

⑤　 Ａ 　 鎌倉彫（ 神奈川県）　 　 Ｂ 　 津軽塗（ 青森県）　 　 Ｃ 　 美濃焼（ 岐阜県）

著作権保護の観点により、掲載いたしません。
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（ １ ０ ）　 一般的な焼き 物の指導について説明し た文と し て誤っているものを ， 次の①～

⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は２ ０ 。

①　 焼成時の割れを 防ぐ ために， 土練り を し て粘土の中の空気を抜く 。

②　 ひも づく り ， 板づく り ， 手びねり など の方法で成形を行う 。

③　 成形し た作品を 十分に乾燥さ せ， 施釉をし てから 素焼き を 行う 。

④　 素焼き は 700℃～ 900℃， 本焼き は 1200℃～ 1300℃で焼成する 。

⑤　 粘土ど う し を 接合する 場合は， 作品と 同じ 粘土を 水で溶いたど べを 接着剤のよ う

に使う 。
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（ １ １ ）　 板材は， 木取り によ っ て 木目が変わり 用途も 変わる 。 板目板と 柾目板の木目，

木取り ， 特徴の組合せと し て最も 適切なも のを ， 次の①～⑤の中から 一つ選べ。

解答番号は２ １ 。

＜木目＞
＜木取り ＞

Ａ Ｂ

ｂ

ａ

ｂ

ａ

ｂ

ａ

＜特徴＞

ア　 乾燥によ る 収縮や反り が少ない

イ 　 乾燥によ る 収縮や反り が出やすい

①　 板目板　 Ａ ―ｂ ―イ 　 　 柾目板　 Ｂ ―ａ ―ア

②　 板目板　 Ａ ―ａ ―イ 　 　 柾目板　 Ｂ ―ｂ ―ア

③　 板目板　 Ａ ―ｂ ―ア　 　 柾目板　 Ｂ ―ａ ―イ

④　 板目板　 Ｂ ―ａ ―イ 　 　 柾目板　 Ａ ―ｂ ―ア

⑤　 板目板　 Ｂ ―ｂ ―ア　 　 柾目板　 Ａ ―ａ ―イ

著作権保護の観点により、掲載いたしません。
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（ １ ２ ）　 金属工芸における 「 焼き なま し 」 の説明と し て最も 適切なも のを， 次の①～⑤

の中から 一つ選べ。 解答番号は２ ２ 。

①　 鋳金において流し 込んだ金属が硬化する よ う に冷ま すこ と 。

②　 鋳金において金属を流し 込む鋳型を 熱する こ と 。

③　 彫金， 鍛金において金属に熱を 加えて表面の色を 変化さ せる こ と 。

④　 鍛金において軟化し た金属に熱を与えて， よ り 硬く する こ と 。

⑤　 鍛金において硬化し た金属を 熱し て， 柔ら かく する こ と 。
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（ １ ３ ）　 下の図は， 色立体における 色の三属性の関係を 示し た構造図である 。 図中のＡ

～Ｃ の属性の組合せと し て最も 適切なも のを， 次の①～⑥の中から 一つ選べ。 解答

番号は２ ３ 。

Ａ

Ｃ

Ｂ

①　 Ａ 　 彩度　 　 Ｂ 　 色相　 　 Ｃ 　 明度

②　 Ａ 　 彩度　 　 Ｂ 　 明度　 　 Ｃ 　 色相

③　 Ａ 　 色相　 　 Ｂ 　 彩度　 　 Ｃ 　 明度

④　 Ａ 　 色相　 　 Ｂ 　 明度　 　 Ｃ 　 彩度

⑤　 Ａ 　 明度　 　 Ｂ 　 彩度　 　 Ｃ 　 色相

⑥　 Ａ 　 明度　 　 Ｂ 　 色相　 　 Ｃ 　 彩度

著作権保護の観点により、
掲載いたしません。
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（ １ ４ ）　 下の 文章は， 代表的な 欧文書体について 説明し た も ので あ る 。 文中の 空欄 

（ 　 Ａ 　 ） ～（ 　 Ｄ 　 ） に当てはま る 語句の組合せと し て最も 適切な も のを， 次

の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は２ ４ 。

　 よく 使われる 欧文書体には， セリ フをも った（ 　 Ａ 　 ） 体， セリ フのない（ 　 Ｂ 　 ）

体がある 。

　 複数の文字はいく つかのラ イ ン を 基準にそろ えら れる 。 例えば大文字の高さ は

（ 　 Ｃ 　 ） で， 下の並びは（ 　 Ｄ 　 ） でそろ えら れる 。

①　 Ａ 　 ロ ーマン 　 　 　 　 　 　 Ｂ 　 サン セリ フ 　 　 Ｃ 　 キャ ッ プラ イ ン

　 　 Ｄ 　 ベース ラ イ ン

②　 Ａ 　 ロ ーマン 　 　 　 　 　 　 Ｂ 　 サン セリ フ 　 　 Ｃ 　 デセン ダーラ イ ン

　 　 Ｄ 　 ベース ラ イ ン

③　 Ａ 　 サンセリ フ 　 　 　 　 　 Ｂ 　 ロ ーマン　 　 　 Ｃ 　 キャ ッ プラ イ ン

　 　 Ｄ 　 ベース ラ イ ン

④　 Ａ 　 サンセリ フ 　 　 　 　 　 Ｂ 　 ロ ーマン　 　 　 Ｃ 　 デセン ダーラ イ ン

　 　 Ｄ 　 エッ ク ス ラ イ ン

⑤　 Ａ 　 サンセリ フ 　 　 　 　 　 Ｂ 　 ロ ーマン　 　 　 Ｃ 　 キャ ッ プラ イ ン

　 　 Ｄ 　 エッ ク ス ラ イ ン
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（ １ ５ ）　 下の文章は， 19 世紀末から 20 世紀初頭のデザイ ン ・ 工芸について説明し たも の

である 。 文中の空欄（ 　 ア　 ） ～（ 　 エ　 ） に当てはま る 語句の組合せと し て最

も 適切なも のを ， 次の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は２ ５ 。

　 19 世紀末から 20 世紀初頭にかけて， ヨ ーロ ッ パを 中心に植物や動物を モチーフ

と し た有機的な（ 　 ア　 ） と よ ばれる 国際的な芸術運動が起こ っ た。 造形の特徴は

（ 　 イ 　 ） を 使っ た表現であり ， 建築， 家具， 工芸， ポス タ ー， 装身具など がつく

ら れた。

　 1907 年， ヘルマン ・ ム テジウ ス ら は（ 　 ウ 　 ） を 設立し ， 芸術家と 企業家の協

力によ る 良品質の生産を 推進し た。 1919 年には，（ 　 ウ 　 ） のメ ン バーだっ たワ ル

タ ー・ グロ ピ ウ ス が（ 　 エ　 ） を設立し ， 芸術と 技術の統合の理念のも と に造形教

育を 展開し た。

①　 ア　 アール・ デコ 　 　 　 　 　 イ 　 曲線　 　 ウ 　 バウ ハウ ス 　 　

　 　 エ　 ド イ ツ 工作連盟

②　 ア　 アール・ デコ 　 　 　 　 　 イ 　 曲線　 　 ウ 　 ド イ ツ 工作連盟

　 　 エ　 バウ ハウ ス

③　 ア　 アール・ ヌ ーヴォ ー　 　 イ 　 直線　 　 ウ 　 バウ ハウ ス 　 　

　 　 エ　 ド イ ツ 工作連盟

④　 ア　 アール・ ヌ ーヴォ ー　 　 イ 　 直線　 　 ウ 　 ド イ ツ 工作連盟

　 　 エ　 バウ ハウ ス

⑤　 ア　 アール・ ヌ ーヴォ ー　 　 イ 　 曲線　 　 ウ 　 ド イ ツ 工作連盟

　 　 エ　 バウ ハウ ス
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（ １ ６ ）　 カ メ ラ の機能や撮影の指導について説明し た文と し て 誤っているものを ， 次の

①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号２ ６ 。

①　 アナロ グカ メ ラ は， 光に反応する 感光性の素材ででき たフ ィ ルム を 用い， 現像処

理をし て画像を得る 。

②　 デジタ ルカ メ ラ は， 光に反応する 半導体のセン サーを 介し て画像を デジタ ルデー

タ と し て記録する 。

③　 一眼レ フ カメ ラ は， レ ン ズを 交換し て撮影する こ と ができ る 特徴をも っ ている 。

④　 Ｆ 値と は， シャ ッ タ ース ピ ード を 表すも ので， その値が大き いほど ス ピ ード が速

い。

⑤　 デジタ ルカ メ ラ のフ ィ ルム やセン サーに当てる 光の量によ っ て， 写真の明暗が変

わる 。 適正露出よ り も 暗く 写る こ と を 露出ア ン ダー， 明る く 写る こ と を 露出オー

バーと いう 。
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（ １ ７ ）　 映像メ ディ ア表現について， 映像機器を 使わずにアニメ ーショ ンの原理を体験で

き る 装置と ， その特徴について説明し た文の組合せと し て最も 適切なも のを， 次

の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は２ ７ 。

＜装置＞

ａ 　 パラ パラ 漫画

ｂ 　 ソ ーマト ロ ープ

ｃ 　 フ ェ ナキス ティ ス コ ープ

ｄ 　 ゾ ート ロ ープ

＜説明＞

ア　 連続し た絵を 円盤に描き ， それを 鏡に映し てス リ ッ ト から のぞいて回すと 絵が動

いて見える 。

イ 　 紙の表と 裏に違う 絵を 描き ， 両側のねじ っ たひも を 引っ 張っ て紙を 高速で回転さ

せる と ， 二つの絵が一つに重なっ て見える 。

ウ 　 円筒状の装置の中に連続し た動き の絵を 入れて， 回転さ せながら ス リ ッ ト を 通し

て中を のぞく と ， 絵が動いて見える 。

エ　 紙の一枚一枚に， 動き を 少し ずつずら し て絵を 描き ， 紙を 重ねてめく る と 絵が動

いて見える 。

①　 ａ ―エ　 　 　 ｂ ―ア　 　 　 ｃ ―イ 　 　 　 ｄ ―ウ

②　 ａ ―エ　 　 　 ｂ ―ア　 　 　 ｃ ―ウ 　 　 　 ｄ ―イ

③　 ａ ―エ　 　 　 ｂ ―イ 　 　 　 ｃ ―ア　 　 　 ｄ ―ウ

④　 ａ ―イ 　 　 　 ｂ ―ア　 　 　 ｃ ―エ　 　 　 ｄ ―ウ

⑤　 ａ ―イ 　 　 　 ｂ ―ウ 　 　 　 ｃ ―エ　 　 　 ｄ ―ア
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（ １ ８ ）　 下の文章は，「 中学校学習指導要領（ 平成 29 年３ 月告示　 文部科学省） 第２ 章　

各教科　 第６ 節　 美術　 第１ 　 目標」 の一部であ る 。 文中の空欄（ 　 ａ 　 ） ～

（ 　 ｄ 　 ） に当てはま る 語句の組合せと し て正し いも のを ， 次の①～⑤の中から

一つ選べ。 解答番号は２ ８ 。

⑶　 美術の創造活動の喜びを味わい， 美術を愛好する （ 　 ａ 　 ） を 育み，（ 　 ｂ 　 ）

を 豊かにし ， 心豊かな（ 　 ｃ 　 ） を 創造し ていく 態度を 養い， 豊かな（ 　 ｄ 　 ）

を 培う 。

①　 ａ 　 心情　 　 ｂ 　 感性　 　 ｃ 　 生活　 　 ｄ 　 情操

②　 ａ 　 心情　 　 ｂ 　 感性　 　 ｃ 　 文化　 　 ｄ 　 情操

③　 ａ 　 感情　 　 ｂ 　 発想　 　 ｃ 　 文化　 　 ｄ 　 情操

④　 ａ 　 感情　 　 ｂ 　 発想　 　 ｃ 　 文化　 　 ｄ 　 感性

⑤　 ａ 　 心情　 　 ｂ 　 発想　 　 ｃ 　 生活　 　 ｄ 　 感性
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（ １ ９ ）　 下の文章は，「 中学校学習指導要領（ 平成 29 年３ 月告示　 文部科学省） 第２ 章　

各教科　 第６ 節　 美術　 第２ 　 各学年の目標及び内容　〔 第１ 学年〕　 ２ 　 内容　

〔 共通事項〕」 の一部である 。 文中の空欄（ 　 ａ 　 ） ～（ 　 ｄ 　 ） に当てはま る 語

句の組合せと し て最も 適切なも のを， 次の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は

２ ９ 。

〔 共通事項〕

⑴　「 Ａ 表現」 及び「 Ｂ 鑑賞」 の指導を 通し て， 次の事項を 身に付ける こ と がで

き る よ う 指導する 。

ア　 形や色彩， 材料，（ 　 ａ 　 ） など の性質や， それら が（ 　 ｂ 　 ） にも たら

す効果など を 理解する こ と 。

イ 　 造形的な特徴など を基に， 全体の（ 　 ｃ 　 ） や（ 　 ｄ 　 ） など で捉える こ

と を 理解する こ と 。

①　 ａ 　 用具　 　 ｂ 　 感情　 　 　 ｃ 　 調和　 　 　 　 ｄ 　 主題

②　 ａ 　 用具　 　 ｂ 　 美し さ 　 　 ｃ 　 イ メ ージ　 　 ｄ 　 作風

③　 ａ 　 光　 　 　 ｂ 　 美し さ 　 　 ｃ 　 調和　 　 　 　 ｄ 　 主題

④　 ａ 　 光　 　 　 ｂ 　 感情　 　 　 ｃ 　 調和　 　 　 　 ｄ 　 作風

⑤　 ａ 　 光　 　 　 ｂ 　 感情　 　 　 ｃ 　 イ メ ージ　 　 ｄ 　 作風
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（ ２ ０ ）　 下の文章は，「 中学校学習指導要領（ 平成 29 年３ 月告示　 文部科学省） 第２ 章　

各教科　 第６ 節　 美術　 第２ 　 各学年の目標及び内容　〔 第１ 学年〕　 ３ 　 内容の

取扱い」 の一部である 。 文中の空欄（ 　 ａ 　 ） ～（ 　 ｄ 　 ） に当てはま る 語句の

組合せと し て 最も 適切な も のを ， 次の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は

３ ０ 。

⑵　「 Ａ 表現」 及び「 Ｂ 鑑賞」 の指導に当たっ ては， 発想や構想に関する 資質・ 能

力や鑑賞に関する 資質・ 能力を 育成する 観点から ，〔 共通事項〕 に示す事項を 視

点に，（ 　 ａ 　 ） で構想を 練っ たり ，（ 　 ｂ 　 ） で考えを 整理し たり する こ と や，

作品など について（ 　 ｃ 　 ） し 合う など し て対象の見方や感じ 方を広げる など の

（ 　 ｄ 　 ） 活動の充実を 図る こ と 。

①　 ａ 　 イ ラ ス ト レ ーショ ン 　 　 ｂ 　 図　 　 　 ｃ 　 説明　 　 ｄ 　 言語

②　 ａ 　 アイ デアス ケッ チ　 　 　 ｂ 　 図　 　 　 ｃ 　 説明　 　 ｄ 　 造形

③　 ａ 　 アイ デアス ケッ チ　 　 　 ｂ 　 言葉　 　 ｃ 　 説明　 　 ｄ 　 言語

④　 ａ 　 アイ デアス ケッ チ　 　 　 ｂ 　 言葉　 　 ｃ 　 鑑賞　 　 ｄ 　 言語

⑤　 ａ 　 イ ラ ス ト レ ーショ ン 　 　 ｂ 　 図　 　 　 ｃ 　 鑑賞　 　 ｄ 　 造形


